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イ
ー
ス
ト
・
ピ
ル
バ
ラ
市
（
以
下
、
市
）
は
、
西

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
（
州
都
パ
ー
ス
、
人
口
約
二
一

〇
万
人
）
の
中
央
、
や
や
北
部
に
位
置
し
ま
す
。

東
西
に
約
一
一
〇
〇
㎞
（
新
幹
線
で
東
京

│

小
倉

間
）、
南
北
に
約
三
六
〇
㎞
（
新
幹
線
で
東
京

│

名

古
屋
間
）
の
ほ
ぼ
長
方
形
の
形
を
し
て
お
り
、
西

端
の
一
部
は
イ
ン
ド
洋
に
面
し
、
東
端
は
北
部
特

別
地
域
と
の
境
界
に
達
し
ま
す
。
市
の
面
積
は
三

七
万
一
六
九
六
ｋ㎡
、
広
さ
の
比
較
と
し
て
は
、
同
じ

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ビ
ク
ト
リ
ア
州
（
州
都
メ
ル
ボ
ル

ン
、
人
口
約
五
二
〇
万
人
）よ
り
も
広
く
、
日
本
全

土
と
ほ
ぼ
同
規
模
の
広
さ
を
持
つ
自
治
体
と
な
り

ま
す
。
そ
の
広
さ
か
ら
市
で
は
自
ら
を
、『
世
界
最

大
の
自
治
体
』
と
称
し
て
い
る
ほ
ど
で
す
。
で
す
が

実
際
に
は
、
そ
の
面
積
の
ほ
と
ん
ど
が
ア
ウ
ト
バ
ッ

ク
と
呼
ば
れ
る
人
の
住
ん
で
い
な
い
未
開
の
地
に
な

り
、一
部
地
域
は
新
潟
県
よ
り
も
広
い
ル
ー
ダ
ル
・

リ
バ
ー
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
〇
〇
六
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
市
の
人

口
は
約
六
五
〇
〇
人
（
最
近
の
市
の
発
表
で
は
、
一

万
五
〇
〇
人
）
で
、
そ
の
約
二
二
％
が
先
住
民
で

す
。
市
に
は
町
と
呼
べ
る
規
模
の
集
落
が
三
つ
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
市
の
人
口
の
八
割
以
上
が
住
む

中
心
地
ニ
ュ
ー
マ
ン
の
ほ
か
、
人
口
約
二
〇
〇
人
の

マ
ー
ブ
ル
・
バ
ー
、
人
口
約
一
〇
〇
人
の
ナ
ラ
ゴ
ン

で
す
。
そ
の
ほ
か
は
、
広
大
な
区
域
の
中
に
、
い

く
つ
か
の
先
住
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
が
点
在
し
て
い

る
だ
け
で
す
。

イースト・ピルバラ市
〜世界最大の自治体の地域行政〜

　日本の約21倍の面積を持つオーストラリア。その内陸部は、アウトバックと
呼ばれる、人がほとんど住んでいない広大な大地が広がっています。そしてそ
こは、石炭や鉄鉱石といった鉱物資源の宝庫でもあり、日本をはじめとする世
界各国への資源の一大供給源ともなっています。
　今回は、この「広大な大地と資源」という、まさにオーストラリアを象徴する
特徴を持つ自治体、イースト・ピルバラ市とその取組みの一部を紹介します。

オーストラリア

市
の
主
要
な
産
業

は
、
鉱
業
（
鉄
鉱
石
）

で
す
。
市
の
労
働
者

の
三
分
の
一
が
、
鉱
物

採
掘
の
仕
事
に
従
事

し
て
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー

マ
ン
も
鉄
鉱
石
採
掘

の
た
め
に
、
一
九
六
八

年
に
鉱
物
採
掘
会
社

に
よ
り
造
ら
れ
た
町
で
、
そ
の
後
、
一
九
八
一
年
に

市
に
経
営
委
譲
さ
れ
た
歴
史
を
持
ち
ま
す
。
二
〇

〇
八
年
に
こ
の
地
域
で
生
産
さ
れ
た
鉄
鉱
石
総
量

は
、
一
億
二
八
〇
〇
万
ｔ
に
及
び
過
去
五
年
間
で

一
・
五
倍
に
増
え
ま
し
た
。
二
〇
〇
七
年
の
日
本
の

鉄
鉱
石
輸
入
量
は
、一
億
三
九
〇
〇
万
ｔ
で
す
の
で
、

こ
の
地
域
で
の
生
産
量
で
、
ほ
ぼ
日
本
の
鉄
鉱
石

需
要
を
賄
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
実
は
、
こ
の

地
域
の
鉱
山
開
発
に
日
本
の
企
業
が
当
初
よ
り
か

か
わ
っ
て
い
ま
す
。
一
九
六
九
年
四
月
に
、
こ
の
地

域
で
生
産
さ
れ
た
鉄
鉱
石
が
最
初
に
輸
出
さ
れ
た

国
が
日
本
で
す
。
そ
し
て
現
在
で
は
、
世
界
各
国

へ
こ
こ
の
鉄
鉱
石
が
供
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
役
所
は
、
ニ
ュ
ー
マ
ン
に
本
庁
が
あ
る
ほ
か
、

マ
ー
ブ
ル
・
バ
ー
に
も
事
務
所
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

マ
ー
ブ
ル
・
バ
ー
も
か
つ
て
は
金
の
採
掘
で
栄
え
、

市
の
中
心
地
と
し
て
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
鉱
業
の
盛
衰
・
人
口
の
移
動
に
合
わ
せ
、

市
役
所
も
移
転
と
な
り
ま
し
た
。

市
の
議
員
数
は
一
一
人
、
選
挙
区
は
六
つ
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
マ
ン
が
あ
る
選
挙
区
か
ら
六

人
、
そ
の
他
の
選
挙
区
か
ら
一
〜
二
人
が
選
出
さ
れ

西オーストラリア州

ニューマン

シドニー
パース

マーブル・バー

ナラゴン

イースト・
ピルバラ市

オーストラリア

シドニー事務所所長補佐　川埜　満寿夫（ニセコ町派遣）

市
の
概
要
・
近
況

cニューマン近郊の鉄鉱石採掘場
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二
交
代
制
で
働
き
ま
す
。
そ
の
後
は
飛
行
機
で
都

市
部
に
戻
り
、
二
週
間
の
休
暇
の
後
、
ま
た
ニ
ュ
ー

マ
ン
に
や
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
周
期
を
繰
り
返
す
の

で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
彼
ら
や
彼
ら
の
労
働
形

態
は
、「
フ
ラ
イ
ン
グ
＝
イ
ン
・
フ
ラ
イ
ン
グ
＝
ア

ウ
ト
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
車
で
キ

ャ
ン
ピ
ン
グ
ト
レ
ー
ラ
ー
を
牽
引
し
、
キ
ャ
ン
プ
場

に
数
年
に
渡
っ
て
滞
在
す
る
労
働
者
も
増
え
て
い

ま
す
。

こ
の
た
め
、
鉱
物
採
掘
会
社
で
も
労
働
者
向
け

に
独
自
で
簡
易
的
な
宿
泊
設
備
を
建
設
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
供
給
が
追
い
つ
か
ず
、
ニ
ュ
ー
マ
ン
で

は
深
刻
な
住
宅
不
足
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
こ
の
地
域
に
限
っ
て
土
地
不
足
は
考
え
に
く
い

こ
と
で
す
。
で
す
が
、
実
際
は
ニ
ュ
ー
マ
ン
周
辺
の

土
地
の
ほ
と
ん
ど
を
州
政
府
が
所
有
し
、
そ
の
土

地
利
用
を
州
政
府
が
認
め
な
い
こ
と
が
住
宅
不
足

に
拍
車
を
か
け
て
い
る
の
で
す
。
最
盛
期
に
は
、ニ
ュ

ー
マ
ン
の
家
賃
は
シ
ド
ニ
ー
よ
り
も
高
い
と
さ
え
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
鉱
山
労
働
者
の
賃
金
高
騰
は
市
職
員
の

人
材
確
保
を
難
し
く
さ
せ
て
い
ま
す
。
何
か
の
資

格
を
持
つ
者
な
ど
は
す
ぐ
に
高
給
を
保
証
す
る
鉱

山
採
掘
会
社
に
引
き
抜
か
れ
、
市
役
所
に
職
員
が

定
着
し
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
職
員
の
半
数
以
上

が
勤
務
二
年
未
満
と
な
っ
て
い
ま
す
。

前
述
の
よ
う
な
特
徴
的
な
地
域
事
情
の
も
と
、

広
大
で
人
の
ほ
と
ん
ど
住
ん
で
い
な
い
郊
外
部
と

人
口
が
急
増
し
て
い
る
中
心
部
双
方
に
対
し
て
、

い
か
に
し
て
一
定
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

く
か
、
そ
れ
が
市
の
最
大
か
つ
究
極
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
現
在
市
で
は
、
州
政
府
や
鉱
物
採
掘

会
社
と
必
要
な
役
割
分
担
の
上
、
次
の
よ
う
な
取

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
三
〇
〇
〇
㎞
の
道
路
管
理

広
大
な
敷
地
内
に
点
在
す
る
先
住
民
な
ど
の
小

規
模
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
結
ぶ
よ
う
に
、
道
路
が
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
市
が
管
理
し
て
お
り
、

そ
の
道
路
延
長
は
約
三
〇
〇
〇 

㎞
に
及
び
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
さ
れ
て
い
る
の
は

わ
ず
か
五
％
程
度
で
、
そ
の
他
の
道
路
に
は
簡
易

舗
装
が
な
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
す
。
現
地
の
人
々

は
、
数
百
㎞
離
れ
た
隣
の
集
落
に
移
動
す
る
た
め
、

唯
一
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
い
え
る
こ
の
未
舗
装
道
路

を
時
速
一
一
〇
㎞
以
上
で
走
行
し
ま
す
。
市
で
は
、

こ
れ
ら
の
道
路
を
年
に
一
度
は
修
繕
し
、
ロ
ー
ラ
ー

で
固
め
る
等
の
維
持
管
理
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
地
方
自
治
体
に
お
け
る
歳

入
に
占
め
る
補
助
金
の
平
均
割
合
は
、
約
一
〇
％

で
す
。
前
項
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
、
市
の
割
合
は

三
三
％
と
な
っ
て
お
り
、
管
理
す
る
道
路
の
長
さ

が
そ
の
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
郊
外
部
へ
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

市
の
公
共
施
設
の
多
く
は
、
ニ
ュ
ー
マ
ン
に
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
市
で
は
ニ
ュ
ー
マ
ン

行
き
の
バ
ス
を
運
行
し
、
住
民
、
特
に
子
ど
も
達

が
そ
れ
ら
の
施
設
を
利
用
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

ま
す
。
そ
れ
で
も
移
動
に
数
時
間
必
要
と
な
る
た

め
、
マ
ー
ブ
ル
・
バ
ー
に
も
市
営
プ
ー
ル
と
図
書
館

ま
す
。
議
員
の
任
期
は
四
年
で
、
二
年
毎
に
半
数

が
改
選
さ
れ
ま
す
。
市
長
は
議
員
の
中
か
ら
互
選

さ
れ
ま
す
。一
方
、
市
の
職
員
数
は
約
七
〇
人
で
す
。

予
算
規
模
は
、
約
五
〇
〇
〇
万
豪
ド
ル
（
約
三
〇
億

円
）で
、
内
訳
は
左
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

補助金・
助成金
33%

固定資産
購入費
38%

その他8%
高熱水費3%

人件費
19%

原材料費・
委託費
32%

2007/2008年度歳入予算内訳

2007/2008年度歳出予算内訳

使用料30%

資産税
（レイト）
22%

寄付金8%

その他7%

●
フ
ラ
イ
ン
グ
＝
イ
ン
・
フ
ラ
イ
ン
グ
＝
ア
ウ
ト

最
近
の
市
の
状
況
を
顕
著
に
示
す
言
葉
と
し
て

「
フ
ラ
イ
ン
グ
＝
イ
ン
・
フ
ラ
イ
ン
グ
＝
ア
ウ
ト
」

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

約
二
〇
年
前
に
市
の
人
口
は
三
〇
〇
〇
人
程
度

で
し
た
。
そ
れ
が
現
在
で
は
、
市
の
統
計
で
約
三

倍
に
な
り
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
マ
ン
に
あ
る
空
港
は
市

が
設
置
・
運
営
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
利
用
者
も

過
去
一
〇
年
で
約
五
倍
に
膨
れ
上
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
ニ
ュ
ー
マ
ン
近
郊
で
の
鉄
鉱
石

採
掘
の
拡
大
・
急
増
に
由
来
し
ま
す
。
特
に
現
在

の
世
界
経
済
危
機
以
前
の
、
い
わ
ゆ
る
資
源
ブ
ー

ム
時
に
そ
の
傾
向
は
顕
著
に
な
り
ま
し
た
。
世
界

的
な
鉱
物
需
要
の
高
ま
り
と
鉱
物
価
格
の
上
昇
が
、

ピ
ル
バ
ラ
地
域
の
よ
う
な
生
産
地
で
の
人
材
不
足
と

労
働
者
賃
金
の
高
騰
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
結
果

と
し
て
、鉱
山
で
働
く
短
期
労
働
者
が
増
加
し
ま
し

た
。彼
ら
は
、都
市
部
か
ら
飛
行
機
で
ニュ
ー
マ
ン
入

り
し
、
二
週
間
に
渡
り
休
み
な
く
一
日
一
二
時
間
の

表１：イースト・ピルバラ市の
2007/2008年度予算内訳

地
域
行
政
の
現
状
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の
市
・
産
業
界
・
州
政
府
・
連
邦
政
府
の
役
割
と

短
・
中
・
長
期
と
い
っ
た
実
施
時
期
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
総
予
算
額
は
、
四
億
六
〇
〇
万
豪
ド

ル
（
約
二
四
〇
億
円
）
に
な
り
、
そ
の
負
担
割
合

は
、
市
が
二
五
％
、
産
業
界
が
四
六
％
、
州
政
府

が
二
四
％
、
連
邦
政
府
が
五
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
議
会
の
開
催
と
職
員
の
巡
回

市
議
会
は
年
に
一
〇
回
開
催
し
、
そ
の
う
ち
の

数
回
は
、ニ
ュ
ー
マ
ン
以
外
で
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

数
人
の
議
員
は
、
議
会
に
出
席
す
る
た
め
に
数
百 

㎞
以
上
の
移
動
を
強
い
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
最

近
で
は
移
動
手
段
と
し
て
飛
行
機
を
チ
ャ
ー
タ
ー

し
て
い
ま
す
。

職
員
は
定
期
的
に
、
先
住
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど

人
が
住
ん
で
い
る
地
点
を
巡
回
し
て
い
ま
す
。
す

べ
て
の
箇
所
を
回
る
に
は
約
一
週
間
必
要
と
の
こ
と

で
す
。
こ
の
広
大
な
面
積
を
管
理
す
る
た
め
に
市

で
は
、
ア
ウ
ト
バ
ッ
ク
特
別
仕
様
の
四
輪
駆
動
車

を
所
持
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
移
動
の
際
は
安
全

の
た
め
衛
星
電
話
を
携
帯
し
ま
す
。

今
回
紹
介
し
た
イ
ー
ス
ト
・
ピ
ル
バ
ラ
市
は
、
そ

の
地
域
事
情
か
ら
特
徴
的
な
地
域
行
政
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
一
般
的
な
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
地

方
自
治
体
と
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

そ
も
そ
も
地
域
事
情
は
千
差
万
別
で
あ
り
、
そ
の

地
域
性
・
多
様
性
に
合
わ
せ
た
地
域
行
政
が
必
要

と
い
う
点
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
内
、
そ
し
て
日

本
に
も
共
通
す
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

な
い
と
い
う
問
題

も
あ
り
ま
す
。

必
要
な
サ
ー
ビ

ス
提
供
に
見
合
う

税
収
が
得
ら
れ
な

い
た
め
、
市
で
は

独
自
に
鉱
物
採
掘

会
社
と
提
携
を
結

び
、
財
政
支
援
等

の
協
力
を
得
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
鉱
物
採
掘
会
社
と
し
て
も
、

道
路
・
公
共
施
設
な
ど
の
社
会
資
本
整
備
が
進
み
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
す
る
こ
と
は
、
企
業
活
動

に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す
。

あ
る
資
源
採
掘
会
社
で
は
、
会
社
全
体
と
し
て
、

そ
の
利
益
の
一
％
を
地
元
自
治
体
に
提
供
す
る
よ

う
に
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
一
定
数
を

先
住
民
か
ら
雇
用
し
た
り
、
住
民
と
の
対
話
の
機

会
を
積
極
的
に
設
け
た
り
と
、
社
会
貢
献
に
努
め

て
い
る
そ
う
で
す
。
市
で
の
具
体
的
な
取
組
み
と

し
て
は
、
三
年
間
に
一
〇
〇
万
豪
ド
ル
（
約
六
千
万

円
）
を
緑
化
事
業
に
充
て
る
な
ど
の
提
携
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。

連
携
し
た
取
組
み
を
進
め
て
い
く
た
め
の
も
の

と
し
て
、
市
で
は
昨
年
一
一
月
に
、
中
心
部
ニ
ュ
ー

マ
ン
に
お
け
る
今
後
二
〇
年
間
の
開
発
実
施
計
画

を
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
市
街
地
活
性

化
、
教
育
・
人
材
開
発
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
、
住

宅
政
策
な
ど
一
一
の
分
野
か
ら
な
り
、
各
分
野
に
は

そ
れ
ぞ
れ
個
別
具
体
的
な
政
策
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
各
政
策
に
、
実
施
主
体
と
し
て

お
わ
り
に

が
、
ナ
ラ
ゴ

ン
に
は
図
書

館
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

三
つ
の
町
で

は
、
市
が
ご

み
収
集
処
理

を
実
施
し
て

い
ま
す
。

医
療
面
で

は
、
年
に
一
度
、
郊
外
部
に
一
週
間
程
度
の
医
者
派

遣
が
あ
り
、
診
断
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ

か
緊
急
時
に
は
ロ
イ
ヤ
ル
・フ
ラ
イ
ン
グ・
ド
ク
タ
ー
・

サ
ー
ビ
ス（
飛
行
機
に
よ
る
へ
き
地
医
療
サ
ー
ビ
ス
）

が
利
用
さ
れ
、
飛
行
場
が
近
く
に
な
い
場
合
は
、

前
述
の
道
路
が
滑
走
路
代
わ
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

教
育
は
州
政
府
が
担
っ
て
お
り
、
三
つ
の
町
に
学

校
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
救
急
・
消
防
は
州
政

府
の
資
金
支
援
に
よ
り
非
営
利
で
の
運
営
と
な
っ

て
い
ま
す
。

●
鉱
物
採
掘
会
社
と
の
提
携
・
協
力

市
で
は
、「
フ
ラ
イ
ン
グ
＝
イ
ン
・
フ
ラ
イ
ン
グ
＝

ア
ウ
ト
」
労
働
者
に
対
し
て
も
、
一
定
の
住
民
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
皮
肉
な
こ
と
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
税
体
系

（
表
２
）
で
は
、
世
界
最
大
規
模
の
鉱
物
採
掘
会
社
が

あ
り
、
そ
こ
で
雇
用
が
生
ま
れ
高
額
所
得
者
が
増

え
て
も
、
そ
れ
ら
が
直
接
的
に
自
治
体
の
収
入
に

な
ら
な
い
の
で
す
。
ま
た
、
短
期
労
働
者
は
稼
い

だ
お
金
を
市
内
で
消
費
す
る
の
で
は
な
く
、
都
市

に
持
ち
帰
っ
て
し
ま
う
た
め
、
地
元
に
還
元
さ
れ

c市が管理する未舗装道路。時には、滑走
路代わりにも使われる

課税主体 主な税

連邦政府
個人・法人所得税、消
費税、物品税

州政府
賃金税、印紙税、自動
車税、土地税

地方自治体 資産税（土地）

表2：オーストラリアの主な税と課税主体


